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コ
ロ
ナ
禍
２
年
目
の
２
０
２
１
年
４
月
、
複
写
課
は
ブ
ッ

ク
ト
ラ
ッ
ク
の
海
で
し
た
。
大
部
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
片
手
に

黙
々
と
作
業
し
て
い
た
と
思
っ
た
ら
、
本
の
山
を
か
き
わ
け

て
進
み
、
利
用
者
の
方
に
電
話
を
か
け
…
…
。
く
る
く
る
と

働
く
遠
隔
複
写
係
の
姿
に
配
属
さ
れ
た
ば
か
り
の
私
が
ま
ご

つ
い
て
い
る
と
、係
の
先
輩
方
か
ら
は
な
ん
と「
去
年
は
も
っ

と
大
変
だ
っ
た
！
」

　

遠
隔
複
写
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
来
館
せ
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
複
写
を
申
し
込
み
、
郵
送
か
宅
配
便
で
複
写
製
品
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全
世
界
の
人
々
が
外
出
を
控

え
、
当
館
も
来
館
サ
ー
ビ
ス
を
制
限
す
る
中
、
遠
隔
複
写
の

申
込
み
は
急
増
し
ま
し
た
。
た
だ
し
本
を
館
外
に
持
ち
出
せ

な
い
の
で
、
担
当
者
の
出
勤
が
大
前
提
で
す
。
作
業
体
制
が

整
わ
ず
、
２
０
２
０
年
４
月
中
旬
か
ら
約
１
か
月
間
、
申
込

み
の
受
付
を
停
止
し
ま
し
た
。
再
開
後
は
連
日
、
見
た
こ
と

も
な
い
高
さ
ま
で
申
込
書
が
積
み
あ
が
り
、
当
時
の
職
員
は

呆
然
と
し
た
と
か
。
ま
た
、
国
際
郵
便
の
配
達
遅
延
も
相
次

ぎ
、
海
外
の
利
用
者
の
方
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
係
日
誌
に
は
「w

ith
コ
ロ
ナ
時
代
の
遠
隔
複

写
担
当
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
最
前
線
に
立
つ
の
ね
ぇ
」
と
い
う

職
員
の
つ
ぶ
や
き
が
残
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
１
年
目
は
、

感
染
症
の
拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
（
疫
病
除
け
の
角
大
師
の
お

札
を
貼
っ
た
り
も
し
て
！
）、
か
つ
て
な
い
量
の
申
込
み
の

対
応
に
ひ
た
す
ら
追
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

通
常
は
お
申
込
み
か
ら
５
開
館
日
程
度
で
製
品
の
発
送
で

す
が
、
申
込
み
の
殺
到
に
よ
り
３
週
間
ほ
ど
か
か
る
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。「
本
を
コ
ピ
ー
す
る
だ
け
で
し
ょ
う
？
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
複
写
製
品
が
で
き
る
ま
で

に
は
た
く
さ
ん
の
時
間
と
人
手
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

本
を
書
庫
に
取
り
に
行
き
、
希
望
の
ペ
ー
ジ
が
ど
こ
な
の
か

を
探
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
本
の
状
態
や
著
作
権
法
上
の
制
約

な
ど
を
検
討
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
利
用
者
の
方
に
お
電
話

で
確
認
し
て
か
ら
複
写
作
業
へ
。
検
品
と
梱
包
を
経
て
や
っ

と
発
送
で
す
。
複
写
を
お
断
り
す
る
場
合
も
個
別
に
理
由
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
と
い
う
よ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
す
。

　

２
０
２
３
年
２
月
現
在
、
課
内
に
滞
留
す
る
ブ
ッ
ク
ト

ラ
ッ
ク
の
数
は
減
り
、
随
分
歩
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
利

用
者
の
方
か
ら
は
「
も
っ
と
早
く
も
ら
え
る
と
思
っ
た
の

に
」、「
遠
方
に
住
ん
で
い
る
の
で
助
か
る
」
な
ど
日
々
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
す
。After

コ
ロ
ナ
の
社
会
で
も
、

来
館
せ
ず
に
資
料
を
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
全
国
、
全
世
界
の
利
用
者
の
方
へ
安
定
的

に
製
品
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
今
日
も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

（
複
写
課 

　
こ
ぴ
山
こ
ぴ
子
）

離れていても
コピーをどうぞ

2020年4月の複写課内。ひところに比べると、今では複写課内に滞留す
るブックトラックはだいぶ少なくなりました！
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鈴
木 

加
成
太

　

文
明
開
化
の
象
徴
と
い
え
ば
、
鉄
道
や
ガ

ス
灯
、
ざ
ん
ぎ
り
頭
、
牛
鍋
な
ど
が
思
い
浮

か
び
ま
す
が
、
現
代
の
私
た
ち
の
生
活
に
な

じ
み
深
い
新
聞
も
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を

人
々
に
印
象
付
け
た
も
の
の
一
つ
で
し
た
。

　

新
時
代
の
事
物
を
題
材
に
詠
ま
れ
た
和
歌

を
集
め
た
『
開
化
新
題
歌
集
』（
大
久
保
保

忠
編
、明
治
11（
１
８
７
８
）年
刊
）に
は
、「
新

聞
紙
」
と
い
う
題
で
、
次
の
よ
う
な
歌
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

け
ふ
は
ま
た
き
の
ふ
に
か
は
る
こ
と
く

さ
を
か
き
あ
つ
め
て
も
み
す
る
ふ
み
哉

（
新
聞
と
い
う
も
の
は
、
つ
い
昨
日
起

こ
っ
た
ば
か
り
の
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事

を
、
ま
と
め
て
読
ま
せ
て
く
れ
る
の
だ

な
あ
）

よ
し
あ
し
の
な
に
は
の
こ
と
も
ふ
し
の

ま
に
耳
新
し
く
き
く
世
也
け
り

（
新
聞
の
お
か
げ
で
、
良
い
こ
と
も
悪
い

こ
と
も
、
遠
い
地
で
起
こ
っ
た
出
来
事

も
、
何
は
と
も
あ
れ
瞬
時
に
耳
に
入
っ

て
く
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
だ
）

　

初
め
て
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
接
し
た

人
々
の
、
新
鮮
な
驚
き
が
伝
わ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時
代
に
は
、

出
版
統
制
に
よ
り
時
事
的
な
事
柄
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
報
じ
る
こ
と
が
公
に
は
禁
じ
ら
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
の
人
々
の
衝
撃

は
大
き
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
当
初
の
新
聞
は
知
識
人
向
け
に

書
か
れ
て
お
り
、
庶
民
に
と
っ
て
は
縁
遠
い

存
在
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
従
来
か

錦錦
絵絵
新
聞
新
聞

新新
時
代
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
デ
ィ
ア
・

時
代
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
メ
デ
ィ
ア
・
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ら
庶
民
に
親
し
ま
れ
、
世
相
や
流
行
を
取
り

入
れ
る
と
い
う
点
で
は
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

性
質
も
備
え
て
い
た
錦
絵
（
多
色
刷
り
の
浮

世
絵
）
と
、
新
聞
が
報
じ
る
新
鮮
で
リ
ア
ル

な
ニ
ュ
ー
ス
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
試

み
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て
作

り
出
さ
れ
た
の
が
錦
絵
新
聞
で
し
た
。

　

錦
絵
新
聞
の
始
ま
り
は
、
明
治
７

（
１
８
７
４
）
年
８
月
に
東
京
で
出
版
さ
れ
た

錦
絵
版
『
東
京
日
日
新
聞
』
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
錦
絵
版
『
東
京
日
日
新
聞
』
で
は
、
主

に
『
東
京
日
日
新
聞
』（
明
治
５
（
１
８
７
２
）

年
創
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
過
去
の
記
事
の
中

か
ら
、
庶
民
の
関
心
を
ひ
き
そ
う
な
記
事
を

一
つ
取
り
上
げ
、
そ
の
場
面
を
見
栄
え
の
よ

い
一
枚
の
大
き
な
絵
に
描
き
、
元
の
記
事

を
分
か
り
や
す
く
面
白
い
文
章
に
仕
立
て
直

し
、
従
来
か
ら
錦
絵
を
出
版
し
て
い
た
版
元

か
ら
発
行
さ
れ
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
紙
面
は
、
全
体
を
安
価
で
鮮

や
か
な
輸
入
染
料
に
よ
る
赤
枠
で
囲
み
、
西

洋
風
の
天
使
が
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
る
と
い
う

特
徴
的
な
も
の
で
し
た
（
図
１
）。
こ
れ
が
好

評
を
博
し
た
た
め
、
東
京
と
大
阪
を
中
心
と

し
て
続
々
と
錦
絵
新
聞
が
発
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

図 1 「東京日々 新聞」111 号　転 堂々主人（高畠藍泉） 
記　落合芳幾 画　具足屋　明治 7（1874）　1 枚　

（『東京日々 新聞』所収）
https://dl.ndl.go.jp/pid/1302901

沼津で火災が発生した際に、興行で訪れていた
力士が消火活動に尽力した。境川・大纏の両大
関の活躍もあり、電信柱への延焼を免れたことから、
力士の怪力が開化を助けたと称える。

https://dl.ndl.go.jp/pid/1302901
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リボンのモチーフ、天使のモチーフ

錦絵版『東京日日新聞』の場合、号数は錦
絵版の通号ではなく、引用元となった『東
京日日新聞』の号数を示している。元記事と
なった『東京日日新聞』111 号の発行日は、
明治 5（1872）年 7 月27 日。なお、題
字を掲げる天使像は、外国出版物に描かれ
た図像を参考に、新時代を感じさせる事物
として採用されたと考えられている。

文章は引用元の記事と比べて平易かつリズム
よく、また、多くの漢字はふりがな付きで書
かれている。

絵 師 で あ る 落 合（ 一 惠 斎 ） 芳 幾
（1833-1904）の名と落 款。 芳 幾は
歌川国芳の高弟で、役者絵・美人画に
腕を発揮した。明治 5 年の『東京日日
新聞』の創刊に参加したほか、後には
新聞の挿絵画家としても活躍した。

文章の執筆者である転々堂主人の名と
落款。転々堂主人は戯作者・高畠藍泉

（1838-1885）の別号。『東京日日新
聞』などで新聞記者として活動したほか、
多くの合巻小説を執筆して人気を博し
た。なお、錦絵版『東京日日新聞』には、
ほかにも複数名の記者が文章の執筆を
担当している。

改印 ( あらためいん )。錦絵を出版する際
に、検閲を通過したことを示すもの。ここ
から錦絵新聞の出版年月を知ることができ
る。この場合は、丸の中に「戌十」と書
かれており、明治 7（1874）年 10 月に
発行されたことが分かる。

版元である具足屋を示す。
具足屋は幕末から明治末
にかけて浮世絵を発行し
た。

彫師である渡辺彫栄の名

題字を掲げる天使像が、実際にどのような出版物
をもとに描かれたかは定かではないが、たとえば、
明治初期に刊行された訳書（キリスト教の教義書）
には、天使やリボンを装飾的に用いた図像が見ら
れる。

『玫瑰花冠記録』　じわん・で・るえだ 訳　ベルナ
ルド・プティジアン 編　ベルナルド・プティジアン　 
明治 2（1869）　1 冊　https://dl.ndl.go.jp/pid/ 
2541699

https://dl.ndl.go.jp/pid/2541699
https://dl.ndl.go.jp/pid/2541699
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し
か
し
、
早
く
も
明
治
９
（
１
８
７
６
）

年
後
半
頃
か
ら
錦
絵
新
聞
の
ブ
ー
ム
は
去

り
、
そ
の
代
わ
り
に
、
総
ふ
り
が
な
付
き
・

挿
絵
入
り
の
庶
民
向
け
新
聞
で
あ
る
小こ

新し
ん
ぶ
ん聞

が
普
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

短
命
に
終
わ
っ
た
錦
絵
新
聞
で
す
が
、
そ

の
印
象
的
な
紙
面
に
は
、
開
化
の
時
代
に
戸

惑
い
つ
つ
も
足
を
踏
み
入
れ
て
い
っ
た
市
井

の
人
々
の
、
世
間
へ
の
関
心
の
あ
り
よ
う
が

凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
記
事
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
、

今
日
の
新
聞
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
な

政
治
的
・
社
会
的
な
事
象
が
扱
わ
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
美
談
や
滑
稽
な
笑
い

話
（
図
２
）、
窃
盗
・
殺
人
事
件
（
図
３
）
な

ど
、
多
く
は
庶
民
を
主
人
公
と
し
た
出
来
事

が
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
素
材
の
選

び
方
か
ら
は
、
読
者
に
と
っ
て
の
錦
絵
新
聞

が
、
国
家
や
社
会
の
動
向
を
知
る
た
め
の
も

の
と
い
う
よ
り
は
、
共
感
し
や
す
い
娯
楽
と

し
て
楽
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
一
方
で
、
製
作
者
の
側
に
は
、
ニ
ュ
ー

ス
を
教
訓
と
し
て
、
道
徳
や
合
理
性
を
備
え

た
新
し
い
時
代
へ
庶
民
を
導
く
と
い
う
大
義

が
あ
っ
た
こ
と
も
読
み
取
れ
ま
す
。

図２ 「錦画百事新聞」186 号　（長谷川）
貞信（2 世） 画　百事社　明治 9（1876）　
1 枚　（『錦画百事新聞』所収）　
https://dl.ndl.go.jp/pid/1302219

黒髪もいる（１号）茶髪も多い（１85 号）正面で笑顔（322 号）いかにも天使（592 号）なぜか不満顔（813 号）

夜更けに帰宅した男が、用水桶の上に生首があるのを発見して肝をつぶす。
しかし、生首に見えたのは、裏の家の娘が用水桶の上に首を垂れてまどろ
んでいただけだった。娘は夜遊びで帰りが遅くなり、家の人がすっかり寝入っ
てしまっていたため、家の中に入ることができなかったのだという。

錦絵版『東京日日新聞』に描かれた天使をよく見ると、毎号
違った表情を見せています。描き手の気まぐれでしょうか。

天使の顔いろいろ

https://dl.ndl.go.jp/pid/1302219
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時
代
の
転
換
期
に
ほ
ん
の
数
年
の
間
だ
け

庶
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
錦
絵
新
聞
の
紙
面

は
、
現
代
ま
で
そ
の
時
代
の
手
触
り
を
色
鮮

や
か
に
生
々
し
く
伝
え
て
い
ま
す
。

図６「各種新聞図解の内 日新真事誌」8 年 37 号　転々
堂主人（高畠藍泉） 録　鮮齋永濯 [ 画 ]　佐井田屋　
明治 8（1875）　1 枚　（『新聞附録東錦絵』所収）
https://dl.ndl.go.jp/pid/9369960/1/115

図７ 「東京日々 新聞」101 号　転 堂々鈍 （々高
畠藍泉） 記　一蕙斎（落合）芳幾 画　具足屋　
明治 7（1874）　1 枚　（『東京日々 新聞』所収）　
https://dl.ndl.go.jp/pid/1302900

天然痘が流行する中、本所の緑町から浅草まで
人力車に乗った少女が疫病除けの縁起物を残し
て消えてしまい、この少女の正体は天然痘の疫病
神だったに違いないという噂が立った。執筆者は、
これは根拠のない虚言であり、種痘の効用も理解
せず迷信に振り回されるのは愚かなことだと痛烈に
非難している。

盆の日には故人の霊が帰ってくるというが、
そのためだろうか。二人の子どもを残して亡
くなった母親の霊が現れ、不憫そうに子ど
もを抱きしめる姿が目撃された後、煙のように
消えたという。
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2月22日
「子どものためのおはなし会」をはじめと
する子ども向けイベントや、児童サービ
ス担当者のための研修の開催を順次休止

（国際子ども図書館）

2月29日
子ども向け資料室等（子どものへや、世
界を知るへや、調べものの部屋、児童書
ギャラリー、本のミュージアム）を休室（国
際子ども図書館）

※年表の出来事は『国立国会図書館年報』令和元年度～令和３年度及
び国立国会図書館ホームページのニュース等から抜粋しました。
※黄色枠内の内容は以下を参考に記載しました。
厚生労働省「新型コロナウイルスに関連した肺炎の患者の発生について

（1 例目）」
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_08906.html
内閣官房「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の概要」
https://corona.go.jp/news/news_20200421_70.html

（URL 最終アクセス日：2023 年２月１４日）

WARPトップページ
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1月15日
日本国内で新型コロナウイルス
感染症の患者を初めて確認

2020 年 1 月から 3 月までにおける、新型コロナウ
イルス感染症に関連する国会議員等からの調査依
頼は、1 月 18 件、2 月 137 件、3 月 462 件でした。
依頼内容は、国内外における感染者の状況（PCR 
検査実施状況を含む。）、検疫、入国制限等の水際
対策、2020 年 7 月から予定されていた東京オリン
ピック・パラリンピック開催への影響、景気・経済
への影響と対策、緊急事態法制、医療体制、治療法、
休校等による学校教育への影響、諸外国の議会や
政党における対応など広範な分野に及びました。

国立国会図書館インターネット資料収集保存事業
（WARP）では新型コロナウイルス感染症拡大防止
のために頻繁に更新される政府機関や地方公共団体、
医療関係学協会、業界団体等のウェブサイトについて、
頻度を上げて収集を行いました。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_08906.html
https://corona.go.jp/news/news_20200421_70.html
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リサーチ・ナビ　新型コロナウイルスに関するウェブサイト集（2020
年 5 月 2 日時点）

カレントアウェアネス -R　トップページ（2020 年 3 月 4 日時点）

カレントアウェアネス -R（2020 年 3 月 4 日時点）

3月5日
新型コロナウイルス感染拡大防止のため
の来館利用サービスの休止（東京本館、
国際子ども図書館）

3月6日
国立国会図書館ホームページにおいて、
来館せずに利用できるサービスをまとめ
た「調査・研究支援オンラインサービス」
のページを公開

3月17日
来館利用サービス休止の延長（東京本館、
国際子ども図書館）

3月19日
閲覧席の配置間隔拡大実施、臨時閲覧
席の設置（関西館）

3月31日
来館利用サービス休止の再延長（東京本
館、国際子ども図書館）

4月11日
来館利用サービスの休止（関西館）

4月14日
来館による納本受付業務の休止

4月15日
遠隔複写サービスの申込受付の休止

4月16日
来館利用サービスの休止の再々延長（東
京本館、国際子ども図書館）

4月18日
土曜日の電話レファレンスの休止（東京
本館、関西館）

土曜日、日曜日及び 5 月 5 日（こどもの
日）の電話レファレンスの休止（国際子
ども図書館）

4月21日
国会分館の閲覧時間を短縮するとともに、
来館サービス対象者を限定

緊急事態宣言発出後、職員は在
宅勤務に切り替えて出勤者数を
減らしたり、執務室を分散して１
か所に密にならないようにといっ
た感染リスクを下げる対策をとり
ながら、業務を続けました。

４月７日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言
※埼玉県、千葉県、東京都、神奈
川県、大阪府、兵庫県及び福岡県

４月16日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言の区域変更
※全都道府県

カレントアウェアネス・ポータルでは 2020 年３月末までに、
「カレントアウェアネス -R」に新型コロナウイルス感染症を
めぐる国内外の図書館及び図書館情報学分野の動向等に
関する記事 161 本を掲載しました。

リサーチ・ナビでは、2020 年 4 月 21 日から新型コロナ
ウイルス関連情報を順次公開しました。
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『外国の立法』2020 年 5 月号
以降、諸外国の新型コロナウイ
ルス感染症への対応を掲載

調査及び立法考査局では 2020 年 4 月
14 日から 5 月 25 日まで国会議員への
直接対面による面談を原則として休止
し、電話又はオンラインによる説明に代
えました。また、同年１１月２５日に開催
した政策セミナーを始めとして、これま
で対面で行っていたシンポジウムや業務
交流等をオンラインで実施するようになり
ました。

５月１４日
来館せずに利用できるサービスをまとめ
た「調査・研究支援オンラインサービス」
のページの拡充

5月20日
遠隔複写サービスの申込受付を再開

5月21日
来館利用サービス休止の延長

5月27日
国会分館の通常サービスを再開

5月29日
レファレンス協同データベースにおいて、
感染症の項目をテーマ別事例一覧「地震・
災害 関連情報」に追加

5月4日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言の期間延長

5月14日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言の区域変更
※北海道、埼玉県、千葉県、東京都、
神奈川県、京都府、大阪府及び兵
庫県

5月21日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言の区域変更
※北海道、埼玉県、千葉県、東京
都及び神奈川県

5月25日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態解除宣言

20202020

来館利用サービスの休止を受けて、Twitter で
ハッシュタグ「＃自宅で NDL」を用いて情報
を発信

レファレンス協同データベース トップページ
（2020 年 6 月 4 日時点）

オンラインで実施した政策セミナーの様子
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6月1日
来館による納本等受付業務を再開

東京本館来館利用（抽選予約）申込み
フォームの公開

6月4日
来館利用サービスの再開（在館者数によ
る入館制限）（関西館）

6月11日
来館利用サービスの再開（抽選予約制に
よる入館制限）（東京本館）

児童書研究資料室の来館利用サービスを
再開（国際子ども図書館）

東京本館内における新規の利用者登録手
続を停止

関西館所蔵資料取寄せサービスの縮小
（東京本館）

6月13日
土曜日の電話レファレンスを再開

6月23日
国際子ども図書館ホームページで、3D
ビュー・VR 映像「夢の図書館―東京上野・
国際子ども図書館をおうちで見学」を公開

（12 月 28 日まで）（中止した一般向けの
見学に代わるものとして）

7月1日
来館利用サービスを全面的に再開（整理
券による入館制限）（国際子ども図書館）

10月23日
新型コロナウイルス感染症に関する調査
及び立法考査局の刊行物リストについて
ホームページでの案内を開始

利用ガイダンスは、東京本館
では 11 月から人数制限等の
条件付きで、関西館では 10
月から再開しました。また、関
西館の一般向けの見学（18 
歳未満含む）は条件付きで 11
月から再開しました。

１1月2日
東京本館内における利用者登録手続を再
開

１1月４日
東京本館の入館制限の一部緩和
※登録利用者は平日（土曜日を除く）16
時以降の予約によらない入館を開始

１1月12日
科学技術に関する調査プロジェクト2020
シンポジウム「コロナ時代のソーシャルメ
ディアの動向」開催

2020 年上半期はイベントや研修の
中止が続きましたが、徐々にオンラ
インに切り替えて開催するようにな
りました。国内はもとより、海外の
図書館等ともオンラインで懇談や業
務交流を行う一方、一部のイベント
は人数制限をかけたり、対面とオ
ンラインを併用して開催しました。

東京本館の１日当たりの入館者数
は、約 220 人から開始し、感染状
況及び来館者の同時在館者数等に
鑑み、６月１５日から約３５０人、６月
２２日から約５８０人、６月２９日から
約８００人、９月７日から約１，０００人
と、段階的に引き上げました。

来館利用サービスの再開に当たって
は、閲覧スペースの座席数を削減し、
アクリル板や飛沫感染防止ビニール
シート、フットマーク等を設置して身体
的距離を確保できるようにしました。さ
らに、東京本館は予約制、関西館及
び国際子ども図書館は在館者数が一
定数を超えないよう、入館者数の制限

等を行い、利用者の入館時にはサーモグラフィ
による検温を行い、マスク着用の協力や手指消
毒の励行をお願いしました。

東京本館 本館入口（上）と図書カウンター（左）

3D ビュー・VR 映像「夢の図書館―東京上野・国
際子ども図書館をおうちで見学」バナー
※現在は「VR で探検！　国際子ども図書館レンガ棟」
を公開しています。
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令和 3 年度から 7 年度までの、今後 5 年間の方針
を定めた「国立国会図書館ビジョン 2021-2025 -
国立国会図書館のデジタルシフト-」を 2021 年 4
月 1 日に公表しました。7 つの重点事業と、4 つの
基本的役割から成ります。

※詳細は以下のページでご覧いただけます。
https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_ndl.html
※本誌 2021 年 4 月号において、ビジョン策定の経緯や意
義を、館長を中心とした座談会で紹介しています。
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11652206_
po_geppo2104.pdf?contentNo=1#page=8

3月5日
令和 2 年度国際子ども図書館児童サービ
ス研究交流会「ウィズコロナ時代の児童
サービス」（録画した講義映像を配信　4
月 30 日まで）

3月19日
第 16 回レファレンス協同データベース
事業フォーラム「レファ協というプラット
フォーム―コロナ時代のレファレンス・
サービスを考える―」開催

2月15日
国際政策セミナー（国会議員・国会関係
者向け）「危機の時代における英国の議
会政治」開催

1月7日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言
※埼玉県、千葉県、東京都及び神
奈川県

1月13日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言の区域変更
※栃木県、埼玉県、千葉県、東京都、
神奈川県、岐阜県、愛知県、京都府、
大阪府、兵庫県及び福岡県

3月1日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言の区域変更
※埼玉県、千葉県、東京都及び神
奈川県

3月5日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言の期間延長

3月21日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態の終了

4月23日
新型コロナウイルス感染症緊急事態
宣言
※東京都、京都府、大阪府及び兵庫県

5月7日
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣
言の期間延長及び区域変更（5/12 ～）
※東京都、愛知県、京都府、大阪府、兵
庫県及び福岡県

5月16日
新型コロナウイルス感染症緊急事態
宣言の区域変更
※北海道、東京都、愛知県、京都府、大阪府、
兵庫県、岡山県、広島県及び福岡県

5月21日
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣
言の期間延長及び区域変更（5/23 ～）
※北海道、東京都、愛知県、京都府、大阪府、
兵庫県、岡山県、広島県、福岡県及び沖
縄県

5月28日
新型コロナウイルス感染症緊急事態
宣言の期間延長

2月2日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言の期間延長及び区域
変更（2/8 ～）
※埼玉県、千葉県、東京都、神奈
川県、岐阜県、愛知県、京都府、
大阪府、兵庫県及び福岡県

20212021

国際子ども図書館は 2020 年の開館
20 周年を記念し、国際シンポジウム
を開催する予定でしたが、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため開催
しませんでした。その代替として、開
館 20 周年記念コンテンツ「SDGs と
子どもの本―いま、図書館にできるこ
と」を 2021 年 3 月に国際子ども図書
館ホームページで公開しました。

https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_ndl.html
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11652206_po_geppo2104.pdf?contentNo=1#page=8
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11652206_po_geppo2104.pdf?contentNo=1#page=8
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6月1日
東京本館の入館制限の一部緩和
※平日（土曜日を除く）の予約なし入館
が可能な時間帯を、16 時以降に加えて、
9 時 30 分から 10 時 30 分までとした。

関西館所蔵資料取寄せサービスについて
通常のサービスを再開

6月2日
著作権法の一部を改正する法律（令和 3
年法律第 52 号）の公布
※この改正により、国立国会図書館がデジタル
化した資料のうち絶版等の理由により入手困難
なものをインターネット経由で個人に送信するこ
とができるようになりました。これは、国民の情
報アクセス向上、持続的な研究活動の促進等を
目的としたものであり、背景には、デジタル化・
ネットワーク化への対応とともに、新型コロナウ
イルス感染症拡大のために多くの図書館が休館
し、当館や公共図書館、大学図書館等に来館
せずに利用できるデジタル化資料へのニーズが
高まったことがあります。

10月4日
東京本館の入館制限の一部緩和
※平日（土曜日を除く）午前の予約なし
入館が可能な時間帯を、9 時 30 分から
11 時までに拡大
※ 1 日当たりの入館者数を約 1,000 人か
ら約 1,200 人に引き上げ

10月16日
子どものためのおはなし会の再開（国際
子ども図書館）

10月26日
ガイドツアーと団体見学の再開（国際子
ども図書館）

利用者から、新型コロナウイルス感染症への対応
等に関する東京本館の来館利用サービスなど一部
サービスの休止や制限の影響、当館の取組に対
する意見等を伺い、東京本館の今後のサービスの
向上及び業務の改善に役立てるため、東京本館
における新型コロナウイルス感染症への対応状況
について、利用者アンケートを実施しました（2021
年 11 月 1 日～ 2022 年 1 月 31 日）。

12月3日
権利者団体や出版社団体、有識者などか
らなる関係者協議会における「国立国会
図書館のデジタル化資料の個人送信に関
する合意文書」の取りまとめ

7月8日
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣
言の期間延長及び区域変更（7/12 ～）
※東京都及び沖縄県

7月30日
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣
言の期間延長及び区域変更（8/2 ～）
※埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
大阪府及び沖縄県

8月17日
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣
言の期間延長及び区域変更（8/20 ～）
※茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県、静岡県、京都府、大阪府、
兵庫県、福岡県及び沖縄県

8月27日
新型コロナウイルス感染症緊急事態
宣言の区域変更
※北海道、宮城県、茨城県、栃木県、群
馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、滋賀県、
京都府、大阪府、兵庫県、岡山県、広島県、
福岡県及び沖縄県

9月9日
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣
言の期間延長及び区域変更（9/13 ～）
※北海道、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
千葉県、東京都、神奈川県、岐阜県、静岡県、
愛知県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、広島県、福岡県及び沖縄県

9月30日
新型コロナウイルス感染症緊急事態
の終了

6月17日
新型コロナウイルス感染症緊急
事態宣言の期間延長及び区域
変更（6/21 ～）
※沖縄県

※単純集計結果は以下のページでご覧いただけます。
https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/pdf/
R3CovidSimple.pdf

https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/pdf/R3CovidSimple.pdf
https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/pdf/R3CovidSimple.pdf
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公立図書館における新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）への対応

Response to COVID-19 by Public Libraries in Japan

国
立
国
会
図
書
館

19

（
N

D
L R

esearch R
eport N

o.19）

図
書
館
調
査
研
究
リ
ポ
ー
ト

令和 4年 2月

図書館調査研究リポート　No.19
(NDL Research Report No.19)

February 2022

ISSN 1348-6780

National Diet Library

4

2

令
和

年

月

ISBN 978-4-87582-893-8

リサイクル適性 A
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。

2月19日
東京本館の入館制限の一部緩和
※土曜日を含む開館日の午前の予約なし
入館が可能な時間帯を、 9 時 30 分から
11 時までとした。

2月28日
報告書『公立図書館における新型コロナ
ウイルス感染症（COVID-19）への対応』

（「図書館調査研究リポート」No.19）を
国内外の各種図書館に配布するとともに、
当館ホームページに掲載

5月5日
令和 4 年度「こどもの日おたのしみ会」
の開催（3 年ぶりの開催）（国際子ども図
書館）

5月１９日
「個人向けデジタル化資料送信サービス」
（略称「個人送信」）の開始

5月31日
令和２年度補正予算によりデジタル化を
実施した国内刊行図書約 30 万点を国立
国会図書館デジタルコレクションに追加

11月9日
「ちいさな子どものためのわらべうたと絵
本の会」の再開（国際子ども図書館）

2月28日
国立国会図書館デジタルコレクション収
録の図書、雑誌等約 32 万点を、図書館
向け／個人向けデジタル化資料送信サー
ビスで提供開始

令和 3 年度補正予算によりデジタル化を
実施した国内刊行図書、雑誌、録音・映
像関係資料約 12 万点を国立国会図書館
デジタルコレクションに追加

7月5日
令和 3 年度の調査研究に引き続き、公立
図書館における新型コロナウイルス感染
症への対応に関する調査研究（2）をテー
マとし、令和４年度図書館及び図書館情
報学に関する調査研究を実施

7月21日
東京本館の入館制限の一部緩和
※平日（土曜日を除く）は抽選予約制を
取り止め
※土曜日の 9 時 30 分から正午までの時
間帯に、予約なしで入館可能とした。

東京本館の一般向け参観・中高生向け
見学の受付再開

20222022

20232023
１月１8日
個人向けデジタル化資料送信サービスに
印刷機能を追加

１月１９日
東京本館の入館制限の緩和
※全ての開館日で抽選予約制を取り止め

（ただし同時在館者数が 1,000 人に達し
た時点で入館制限）

入館に関する最新情報は国立国会図書館
ホームページ等でお知らせします。
https://www.ndl.go.jp/

『公立図書館における新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）への対応』

「個人向けデジタル化資料送信サービス」のイメージ図
※利用方法等の詳細は以下をご覧ください。
https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/
individuals_index.html

https://www.ndl.go.jp/
https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.html
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萩原朔太郎詩集
『月に吠える』
一〇〇年記念展 
ここからすべてが始まった
萩原朔太郎記念 水と緑と詩のまち
前橋文学館 編・刊
2017.7
47p ; 26cm
<請求記号 KG655-L94>

　

好
き
な
バ
ン
ド
が
楽
曲
の
題
に
用
い
て
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
萩
原
朔
太
郎
の
第

１
詩
集
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
。
詩
集

に
つ
い
て
の
背
景
知
識
は
全
く
な
か
っ
た

が
、
軽
や
か
な
リ
ズ
ム
と
は
対
照
的
な
歌
詞

や
音
階
の
病
的
な
暗
さ
か
ら
、
作
品
の
性
格

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
書
は
２
０
１
７
年
７
月
22
日
～
10
月
９

日
に
萩
原
朔
太
郎
記
念 

水
と
緑
と
詩
の
ま

ち
前
橋
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
詩

集
『
月
に
吠
え
る
』
一
〇
〇
年
記
念
展

―

こ
こ
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
っ
た
」
の
内
容
を

ま
と
め
た
図
録
で
あ
る
。
2
部
構
成
に
な
っ

て
お
り
、
第
１
部
で
「
I
『
月
に
吠
え
る
』

前
夜
」
と
し
て
『
月
に
吠
え
る
』
の
詩
が
書

か
れ
た
当
時
の
様
子
を
、
第
２
部
で
Ⅱ
『
月

に
吠
え
る
』
刊
行
」
と
し
て
刊
行
を
め
ぐ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
刊
行
後
の
反
響
を
紹
介
し
て

い
る
。

　

大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
、
北
原
白
秋
主

催
の
詩
歌
雑
誌
「
朱ザ
ム
ボ
ア欒
」
へ
の
詩
の
掲
載
を

契
機
に
詩
壇
に
登
場
し
た
朔
太
郎
は
、
大
正

３
（
１
９
１
４
）
年
か
ら
『
月
に
吠
え
る
』

に
収
録
さ
れ
る
詩
を
発
表
し
始
め
た
。
大
正

４
（
１
９
１
５
）
年
に
「
竹
」
や
「
す
え
た

る
菊
」
等
、
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
と
緊
迫
し
た

リ
ズ
ム
を
特
徴
と
す
る
詩
を
発
表
す
る
と
、

同
年
６
月
に
詩
の
発
表
を
中
断
す
る
。
そ
の

翌
年
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
導
か
れ
て

「
神
」
を
発
見
し
た
朔
太
郎
は
、
詩
の
発
表

を
再
開
し
、「
白
い
共
同
椅
子
」
や
「
見
し

ら
ぬ
犬
」
等
、
第
２
詩
集
『
青
猫
』
へ
と
繋

が
る
新
た
な
詩
風
の
作
品
を
生
み
出
す
。

　

大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
の
刊
行
に
際
し
、

『
月
に
吠
え
る
』
は
「
風
俗
壊
乱
」
と
し
て

発
売
禁
止
の
内
達
を
受
け
る
が
、
発
行
責
任

者
で
あ
り
親
友
の
室
生
犀
星
の
骨
折
り
に
よ

り
２
篇
の
詩
を
削
除
す
る
こ
と
で
発
行
に

至
っ
た
。削
除
さ
れ
た
２
篇
を
含
む
55
篇（
無

題
詩
を
含
め
る
と
56
篇
）
の
詩
が
収
め
ら
れ

た
詩
集
は
、朔
太
郎
が
「
芸
術
的
共
同
事
業
」

の
相
手
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
田
中
恭
吉

と
恩
地
孝
四
郎
の
装
幀
と
挿
絵
に
彩
ら
れ
、

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
『
サ
ロ
メ
』
に
倣
っ

た
「
美
し
い
詩
画
集
」
と
な
っ
た
。
刊
行
後

は
詩
壇
を
代
表
す
る
詩
人
た
ち
か
ら
の
激
賞

を
受
け
、
発
行
部
数
の
５
０
０
は
す
ぐ
に
品

切
れ
と
な
っ
た
。
大
正
11
（
１
９
２
２
）
年

の
再
版
に
収
め
ら
れ
た
「
再
版
の
序
」
で
、

朔
太
郎
は
、「
こ
の
詩
集
に
よ
つ
て
、
正
に

時
代
は
一
つ
の
エ
ポ
ツ
ク
を
作
つ
た
の
で
あ

る
」
と
い
う
自
負
を
述
べ
て
い
る
。

　

展
覧
会
の
図
録
で
あ
る
本
書
に
は
、『
月

に
吠
え
る
』
の
挿
絵
や
自
筆
原
稿
の
写
真
が

多
数
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
眺
め
て
い
る
だ
け

で
も
面
白
い
。
ま
た
、
交
流
の
あ
っ
た
詩
人

ら
へ
の
書
簡
か
ら
、
詩
作
の
苦
悩
や
朔
太
郎

の
人
間
性
を
感
じ
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

孤
独
を
詠
ん
だ
朔
太
郎
の
詩
は
、
１
０
０

年
の
時
を
超
え
た
現
在
に
お
い
て
も
、
多
く

の
人
の
心
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。
彼
の
代
表

作
を
様
々
な
角
度
か
ら
紹
介
し
た
本
書
は
、

『
月
に
吠
え
る
』を
こ
れ
か
ら
読
む
人
に
と
っ

て
も
お
す
す
め
の
１
冊
だ
。（
前
田 

さ
ら
ら
）
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調
査
及
び
立
法
考
査
局
が
令
和
４
年
度
に
行
っ
た
調

査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
報
告
書
を
刊
行

し
ま
し
た

【
総
合
調
査
】

『
格
差
、
分
配
、
経
済
成
長
』（
調
査
資
料
２
０
２
２
‐
３
）

　

近
年
、
格
差
問
題
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
先
進
各
国
が

採
用
し
た
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
は
、
経
済
・
社
会
に
大
き

な
功
罪
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
っ
て
低
成
長

が
継
続
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
記
録
的
な
イ
ン
フ
レ
に
見
舞
わ

れ
る
我
が
国
に
お
い
て
、「
経
済
の
成
長
」
と
「
公
平
な
分
配
」

の
再
構
築
が
、
重
要
な
国
政
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
合
調
査
で
は
、
所
得
格
差
の
動
向
、
所
得
格
差
と

マ
ク
ロ
経
済
の
関
係
、
株
主
第
一
主
義
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

資
本
主
義
、
正
規
・
非
正
規
間
の
賃
金
格
差
、
学
歴
社
会
を
め

ぐ
る
格
差
問
題
と
政
策
、
税
制
に
よ
る
所
得
再
分
配
、
格
差
と

再
分
配
を
め
ぐ
る
米
国
政
党
政
治
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、
デ
ジ
タ

ル
デ
バ
イ
ド
の
９
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を
行
い

ま
し
た
。

【
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

『
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
脱

炭
素
技
術
の
課
題
と
展
望
』（
調
査
資
料
２
０
２
２
‐
４
）

　

本
報
告
書
は
、
令
和
４
年
９
月
30
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
た
脱
炭
素
技
術
の
課
題
と
展
望
」の
記
録
集
で
す
。

２
０
５
０
年
に
目
標
を
置
い
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
様
々
な
課
題
を
多
面
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。
江
守
正
多
氏
、
黒
沢
厚
志
氏
、
堀
史
郎
氏
、

西
尾
匡
弘
氏
、
矢
部
彰
氏
に
よ
る
報
告
、
岸
本
充
生
氏
に
よ
る

問
題
提
起
に
加
え
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
及

び
岸
本
充
生
氏
に
よ
る
論
考
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
宇
宙
空
間
の
利
用
を
め
ぐ
る
動
向
と
課
題
』（
調
査
資
料

２
０
２
２
‐
５
）

　

宇
宙
開
発
は
、世
界
各
国
に
お
い
て
国
家
戦
略
が
策
定
さ
れ
、

巨
額
の
予
算
が
投
じ
ら
れ
て
き
た
主
要
な
科
学
技
術
分
野
の
一

つ
で
す
。
近
年
は
、
民
間
の
参
入
に
よ
っ
て
、
様
々
な
分
野
に

お
い
て
宇
宙
開
発
の
成
果
を
社
会
に
実
装
す
る
動
き
が
一
層
広

が
っ
て
い
ま
す
。
本
報
告
書
で
は
、宇
宙
空
間
利
用
の
倫
理
的
・

法
的
・
社
会
的
課
題
、
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
状
況
、
多
数
の
小
型

衛
星
の
連
携
及
び
一
体
的
運
用
に
よ
っ
て
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
展

開
を
行
う
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
技
術
と
観
測
デ
ー
タ
の
利
活
用
、
民
間
企
業
の
参
入
を

支
え
る
米
国
の
研
究
開
発
型
中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
支

援
制
度
、
宇
宙
空
間
と
安
全
保
障
に
係
る
組
織
機
構
の
動
向
、

ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
の
問
題
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者
の
方
々
の

ご
助
言
、
ご
指
導
を
受
け
つ
つ
、
分
析
・
整
理
を
試
み
ま
し
た
。

『
科
学
技
術
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
新
た
な
課
題

と
展
開
―
』（
調
査
資
料
２
０
２
２
‐
６
）

　

将
来
の
不
確
実
性
、
す
な
わ
ち
人
間
の
意
思
決
定
や
行
為
に

伴
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
悪
影
響
の
可
能
性
（
リ
ス
ク
）
の
多

く
に
は
、
科
学
技
術
が
絡
ん
で
い
ま
す
。
多
岐
に
わ
た
る
リ
ス

ク
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
見
積
も
り
、
回
避
・
低
減
す
る
た

め
の
対
策
を
と
る
か
は
、
政
策
の
立
案
や
決
定
・
実
施
、
あ
る

い
は
組
織
の
運
営
・
経
営
上
の
本
質
的
課
題
と
言
え
ま
す
。
政

府
や
企
業
は
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
の
評
価
や
管
理
を
、
利
害
関

係
者
や
一
般
の
人
々
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
信
頼
関
係
を
築
き

な
が
ら
行
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
対
話
や
協
働
の

営
み
が
「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
本
報
告
書

で
は
、「
科
学
技
術
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
実
践
・

研
究
の
到
達
点
や
課
題
、
新
た
な
展
開
の
可
能
性
を
、
第
一
線

で
活
動
す
る
研
究
者
が
レ
ビ
ュ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
書
を
含
め
、
国
立
国
会
図
書
館
が
国
政
審
議

の
参
考
資
料
と
し
て
作
成
し
た
刊
行
物
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

全
文
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

国
会
関
連
情
報>

『
調

査
資
料
』>

２
０
２
３
年
刊
行
分

　

h
ttp
s://w

w
w
.n
d
l.g
o
.jp
/jp
/d
iet/p

u
b
licatio

n
/

docum
ent/2023/index.htm

l

https://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/document/2023/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/diet/publication/document/2023/index.html
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第
２
９
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号

　

Ｅ
Ｕ
の
２
０
２
２
年
ロ
ー
ミ
ン
グ
規
則

　

フ�
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
共
図
書
館
及
び
公
読
書
に
関
す
る

法
律

　

韓
国
の
人
身
売
買
等
防
止
法

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
２
０
１
１
年
自
律
的
制
裁
法

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
域
医
師
法

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
６
７
号

　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
憲
法
改
正

　

米�

海
兵
隊
の
新
た
な
戦
略
コ
ン
セ
プ
ト
と
将
来
計
画
―
進
化

か
退
行
か
、
注
目
さ
れ
る
成
否
―

　

民�

活
空
港
運
営
法
に
基
づ
く
国
管
理
空
港
の
民
間
に
よ
る
経

営
の
現
状
と
課
題

　

フ
ラ
ン
ス
議
会
の
在
外
選
挙

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
５
５
号

　

公
共
図
書
館
に
お
け
る
電
子
雑
誌
提
供
サ
ー
ビ
ス

　

ヤ�

ン
グ
ア
ダ
ル
ト
世
代
と
共
に
読
書
を
考
え
る
試
み
：
日
本

子
ど
も
の
本
研
究
会「
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
＆
ア
ー
ト
・
ブ
ッ

ク
ス
研
究
部
会
」
の
活
動

　

図�

書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
へ
の
北
米
か

ら
の
参
加
の
現
状
と
今
後
へ
の
期
待

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

　

図�

書
館
の
所
蔵
又
は
貸
出
が
出
版
物
の
売
上
に
与
え
る
影
響

に
関
す
る
研
究
動
向

　

日�

本
に
お
け
る
図
書
館
評
価
の
現
状
―
既
存
の
実
態
調
査
を

基
に
―

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
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‐
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‐
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お
も
な
人
事

<

退
職>

令
和
５
年
３
月
31
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
倉　

憲
一

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池　

拓
自

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室

主
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀　
　

純
子

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

滋

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遊
佐　

啓
之

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付　

相
原　

信
也

関
西
館
次
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

昌
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

<

異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

令
和
５
年
４
月
１
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
（
専

門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）

秋
山　
　

勉

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
（
総
務
部
副
部
長
、
総

務
課
長
事
務
取
扱
）			




　
　

松
浦　
　

茂

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
調
査

及
び
立
法
考
査
局
次
長
）			



　
　

小
澤　
　

隆

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室

主
任
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
付
、
議
会

官
庁
資
料
課
長
事
務
取
扱
）		



　
　

塚
田　
　

洋

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
主
任

（
総
務
部
副
部
長
、
会
計
課
長
事
務
取
扱
）　　
　
　
　
　

松
山　

健
二

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
長
（
収
集
書
誌
部
長
）　

	

　
　

木
藤　

淳
子

収
集
書
誌
部
長
（
総
務
部
副
部
長
、
人
事
課
長
事
務
取
扱
）竹

内　

秀
樹

司
書
監　

総
務
部
付
（
司
書
監　

収
集
書
誌
部
付
、
収
集
・
書
誌
調
整

課
長
兼
務
）				




　
　

諏
訪　

康
子

調
査
及
び
立
法
考
査
局
次
長
（
司
書
監　

総
務
部
付
）

紫
藤　

美
子

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
付
、
調
査
及

び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
課
長
事
務
取
扱
（
主
幹　

調
査
及
び
立

法
考
査
局
憲
法
調
査
室
付
、
憲
法
課
長
事
務
取
扱
）	　
　

南　
　

亮
一

司
書
監　

収
集
書
誌
部
付
、
収
集
書
誌
部
収
集
・
書
誌
調
整
課

長
兼
務
（
総
務
部
副
部
長
、
企
画
課
長
事
務
取
扱
）	　
　

上
保　

佳
穂

司
書
監　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
付
（
司
書
監　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部

付
、
図
書
館
資
料
整
備
課
長
兼
務
）		



　
　

小
林　

裕
之

関
西
館
次
長
（
司
書
監　

総
務
部
付
、
関
西
館
総
務
課
長
兼
務
）

野
口　

貴
弘

司
書
監　

総
務
部
付
、
関
西
館
文
献
提
供
課
長
兼
務
（
関
西
館

文
献
提
供
課
長
）			




　

本
夛　

真
紀
子

総
務
部
副
部
長
、
会
計
課
長
事
務
取
扱
（
収
集
書
誌
部
国
内
資
料

課
長
）				






　
　

田
中　

智
子

司
書
監　

総
務
部
付
、
関
西
館
図
書
館
協
力
課
長
兼
務
（
主
任

司
書　

関
西
館
付
）			




　
　

渡
邉　

斉
志

総
務
部
副
部
長
、
人
事
課
長
事
務
取
扱
（
総
務
部
管
理
課
長
）

兼
松　

芳
之

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
調
査
及
び
立
法

考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
長
）		



　
　

遠
藤　

真
弘

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
（
調

査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
課
長
）	
　
　

内
海　

和
美

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
副
部
長
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
サ
ー
ビ
ス

企
画
課
長
事
務
取
扱
（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
長
）

立
松　

真
希
子

＃35　関西館 夕日に染まる本館と書庫棟
photo by Mizuho
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